
 

 

平成
 

日時  

会場  

出席者 

    

    

配付資料

    

 

○開催内

 １ 開

 ２ オ

 ３ 自

 ５ ブ

 ６ 樹

 ７ 樹

 ８ 閉

 

成 30 年

  ： 平

  ： 旭

  ： 市

    旭

    有

料  ： 説

      

内容 

開会 

オリエンテー

自然更新ゾー

ブッシュにつ

樹名板の作成

樹木更新につ

閉会 

年度第２

平成 30 年 10

旭川市中央図

市内在住の市

旭川市土木部

有識者（常磐

説明資料（当

ーション 

ーンについて

ついて 

成について 

ついて 

回常磐

0 月 26 日（金

図書館 2 階研

市民 8 名 

部公園みどり

磐公園自然環

当日配布） 

て 

公園の

金）14:00～

研修室 

課   4 名

環境調査ワー

緑を考え

～15:40 

名 

クショップ参

える集い

参加者） 2

い 開催

2 名 

催結果 



 

 

■ブッ

移植

がな

 

■提案

地質

いて

 
■年輪

 
■やは

可能

 
■樹齢

は成

 
■いず

は限

 
■対象

選定

 
■初め

と成

の精

でき

 
■あま

たい

ッシュゾーンに

植したが，カン

なければ）植栽

案している樹齢

により生育ス

専門家と協議す

輪を数えること

はり成長錐を使

能性は低いので

齢を推定するな

成長錐を使用し

ずれにしても初

限定したほうが

象樹種は，公園

定するとよいの

めのうちは樹齢

成長錐からの測

精度を確認して

き，精度をあげ

まり裾野を広げ

い。  

自然更新

について，カン

ンタンは他の植

栽や移植を検討

齢推定方法は理

ピードが異なる

するとよい。  

も難しい。あ

使う方法が正確

で試験的に使用

ならばできるだ

してもよいと思

初めは試験的に

がよい。  

内にドロノキ

のでは。  

齢を推定する対

測定の両方を実

てみては。この

げていくことが

げずに，市民協働

樹名板の作成

新ゾーン・ブッ

ンタンを呼ぶた

物も摂取する

してはどうか

解できるが，樹

る。この推定方

る程度慣れや

である。後処理

用しても良いの

け正確に行い

思う。  

作業すること

の切株が多くあ

象木について

実施して，切株

の結果から，推

ができると思う

働でできること

成について 

シュゾーンにつ

めにオオヨモ

。その植物も

。  

樹木は気象条件

方法の妥当性に

経験が必要。

理を行えば腐朽

では。  

たい。そのため

になるので，樹

あるので，これ

，切株からの推

株からの推定方

推定方法の再考

。  

とを模索してい

ついて 

ギを

（害

件や

につ

朽の

めに

樹種

れを

推定

方法

考が

いき

■「

磐

い

 
■こ

若

 →

ま

認

 
■緩

斜

は

 
■次

磐

■池

歴

の

 →

位

足

現

と

■ブ

 

「自然更新ゾー

公園内の適正

ことだと思う

これらの実生は

いことから移

→移植作業自体

り大きいと作

したい。  

緩傾斜区域にあ

区域は風が強

やめたほうが

次回以降，実生

公園の散策時

池の水を抜いて

歴史ある公園，

のでは。  

→現在生息して

位の予算が見込

足している。水

現在のところ，

ととしたい。

ブッシュゾーン

樹木更新

ーン」の 2 本の

な位置に移植

。  

は平成 28 年度

植は時期尚早

体も市民協働の

業が困難とな

ある枯損木の更

強く環境が厳し

よいと思う。

の適正な移植

等の際にでも検

生態系調査や

多少の予算が

ている生物の移

込まれるうえ，

水量の確保には

池については

ンの改良には面

フリー

新について 

実生（ドロノ

し，樹木更新を

に確認されたも

ではないか。

のなかで実施し

る。移植の可否

更新樹木とする

しいところもあ

位置を協議し

検討してみてほ

浄化はできな

がかかってでも

移動や汚泥の処

現状では池へ

は水利権等の課

は今まで通りの

積の増と潅木

ートーク 

キ・ハルニレ）

を計ること自体

ものであり，樹

ていきたいの

否は来年度改め

案については

あるので実生の

ていきたいので

ほしい（市意見

いだろうか。百

も計画してみも

処理などに数千

への水の流入量

課題があること

の維持管理を行

の植栽が必要。

  
）を常

体はよ

樹齢も

で，あ

めて確

，緩傾

の移植

で，常

見）  

百年の

もよい

千万単

量が不

とから

行うこ

。  


